
大阪府立美原高等学校  
 

令和３年度 学校運営協議会（第３回）議事録 

 
１ 実施方法  令和３年度 第３回学校運営協議会は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から 
        会議形式ではなく、事前に資料を送付し、書面により協議委員の方から意見を聴取 

することにより実施した。 
 
 
２ 対 象 者  協議会委員 ： 保護者、地域住民、学識経験者等５名 
        本校教職員 ： 校長、教頭、事務長、首席 

教務主任、生徒指導主事、進路指導主任、生徒会主任、保健主事 
 
 
３ 項目別意見内容 
 
［１］令和３ 
年度 学校経営計画および学校評価（案）について 
  ①『令和 3 年度 学校経営計画および学校評価（案）』をお読みいただき、ご意見をご記入ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ②『令和 3年度 学校経営計画および学校評価（案）』にご承認いただけますでしょうか。 
    下記のいずれかに○をつけてください。 
 
 
 
 
  

◆ 学習指導、生徒指導において、生徒、保護者の肯定的回答が高い割合を示しているのは、 
  これまでの授業改善の取り組みや丁寧な生徒指導、キャリア教育の成果であると思う。 
◆ コロナ禍で学校生活が満足にできない中、図書館の整備や ICT 機器の活用を積極的に行って頂け 

たと思う。生徒指導や学校運営についても、生徒や保護者から教員が生徒に真剣に寄り添う姿が評価
として表れているのは良いことであったと思う。 

◆ めざす学校像にいつも賞賛しております。しかし毎年同じでいいのでしょうか。計画通りに進める 
ことができていないように感じます 

◆ 学習障害のある生徒への支援が手厚く感じた。生徒支援体制を学校全体の目標として掲げていること 
が良かった。 

◆ 図書館の利用者数が減った原因が気になる。 
◆ 生活指導に関する肯定的回答が高いことは良いことだと思う。  
◆ ９割以上の教職員がICT機器を５０％活用しており、新しいことに対応できている。 
  またHR教室のホワイトボード化やICT機器の活用がうまく作用している。 
◆ 生活指導面の厳しさが生徒・保護者にとっては一定の評価があると思う。 
  必要最低限のことは今後も続けてほしい。 
◆ 授業の抜き出し指導よりも習熟度別の少人数授業を拡充する方がよい。 

学校運営協議委員すべての方から『承認する』という返答をいただきました。 



［２］令和 4年度 学校経営計画および学校評価（案）について 
  ①『令和 4 年度 学校経営計画および学校評価（案）』をお読みいただき、ご意見をご記入ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ②『令和 4 年度 学校経営計画および学校評価（案）』にご承認いただけますでしょうか。 
    下記のいずれかに○をつけてください。 
 
 
 
［３］令和 3年度 学校教育自己診断の考察と自由記述に対する回答について、ご意見をご記入ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［４］令和 3年度 授業アンケート結果について、ご意見をご記入ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 生徒の状況を踏まえて、ICT を活用した一人一台端末の活用とペアやグループなどの対話から学びを
取り入れた生徒が主体的に学ぶ取り組みを発展させてほしい。 

◆ コロナ禍の影響を受けながら、特に交流に関係した項目でのポイント低下は仕方がなく、その中でも
教員が創意工夫を凝らして学校生活を有意義なものにしようと努力されてきたのではないかと思う。 

◆ コロナ禍で通常ではない社会生活を余儀なくされる中、教員個々の努力に感謝します。 
  OB として精一杯のバックアップを行いたいと思います。 
◆ 第３学年の数値が下降傾向にある点が気になった。 
◆ 全体的に平均値が高いことに驚いている。 
◆ 教員が熱心に取り組んでいることが伺える。 
◆ ３年生の数値に一つも上昇が見られない。 

◆ 保護者が学校に求めるものが変化しているとの分析があるが、保護者アンケートの回答などからそれ
を明確にし、今後の重点目標や取り組みに反映させることも必要ではないかと感じた。 

◆ コロナ禍が影響し学校行事の制限にから、生徒の不安がかなり大きかったのではないかと思う。 
◆ 第一学年の保護者のすべてに肯定的回答の大幅な下降があり、具体的な対応を検討する必要があると

感じた。生徒の個性を伸ばす事をお願いしたい。 
◆ 生徒と保護者の意見に真正面に向き合ってくれていると感じた。 
◆ 回答率が高いことが良い。 
◆ 学校や生徒の様子があまり伝わっていないと感じる保護者の割合が少し高いことが気になる。 
◆ １年生の保護者の意見について授業はわかりやすいが、学校に行くことが楽しいとは思っていないこ

とについては原因の検討が必要である。 
◆ 生徒と保護者の意見の乖離があるように思われる。この乖離は今年度のみの傾向なのか。 
◆ 教職員の横柄は態度については管理職がきっちりと対応指導をするべき。  

◆ 『１めざす学校像』『２中期的目標』については毎年変えるべきではないが『３本年度の取組内容』 
については重点目標や具体的な取り組みをその年度の状況に応じて設定していくことも必要ではない
かと思う。 

◆ コロナ禍において学校行事が制限される中、目標とされる事項について取組計画内容の変更を含め
て、ご再考いただけたらと思う。 

◆ 社会のニーズは多種多様に変化し少子化に対応する対策がもっと具体的に盛り込まれるべきだと思
う。人が動いていないように感じるので人材を活用し、伸びしろが多い美原高校のためにも教員の強
いエネルギーを求めます。 

◆ 図書館での調べ学習の方法を高校で身につけることができたら社会人になった時、必ず役立つことか
ら、図書館利用者数の目標を高く設定していることは素晴らしい。 

◆ 生徒の授業理解度において昨年度よりも高くなっていることは教員の授業づくりの賜物だと思う。今
後も生徒に応じた授業づくりをしてもらえたらと思う。 

◆ 校長マネジメント経費を活用できるよう、経営計画に反映しておいた方がよい。 
◆  

 
 

学校運営協議委員すべての方から『承認する』という返答をいただきました。 



 
［５］各分掌からの資料をお読みいただき、ご意見をご記入ください。 
   ○保健部より 

 
 
 
 
 
 
○進路指導部より 
 
 
 
 
 
○生活指導部より 
 
 
 
 
 
 
 
 

［６］最後に、本校についてのご意見・ご提案等がございましたら、ご自由にご記入ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆ 新型コロナウイルス感染症対策を引き続き徹底してもらえたらと思う。 
◆ 抗体検査キットを学校として持つことも検討してほしい。 
◆ 近隣の堺市総合防災センターの視察や体験を組み入れることを検討してほしい。 
◆ 視力が低下している生徒が多く、スマホの影響が懸念される。 
◆ 検診後、受診や治療が必要な生徒に対して、その必要性を働きかける取り組みがさらに 

必要であると感じた。 

◆ 前年度に比べて進学実績が高いことは喜ばしいことだと思う。 
  進路先未定の生徒がさらなる進路指導を通してどのような進路選択をするのかが知りたい。 
◆ 進路実現が上がっていることは素晴らしいことだと思う。 
◆ 資料に進路先の分野などあればわかりやすかった。 
◆ 昨年に比べ内定率が高いことがよかった。 

◆ 通学途中の事故について、今後大型商業施設が開業されることでより一層の注意が必要かと思われる。 
◆ 生徒の指導において取り組まれていることは重要で大切なことだと思う。さらに生徒自身が自発的に 

取り組むよう自覚を責任の育成をお願いしたい。 
◆『防犯カメラの増設を強く希望』との記載があったが、具体的な内容を知りたかった。 
◆ スマートフォンの利用に関係したトラブルや人間関係の悪化は残念なことであり、講演会などを通し 

て、正しい使い方の指導をさらに取り入れる必要があると感じた。 

◆ 丁寧な生徒指導、授業、キャリア教育により生徒の満足度も一定の高水準を得ることができていると 
思う。安心安全な学校生活を過ごすことができる環境である美原高校の良さを広報活動の中でもっと
アピールしていく方法を探ってほしい。 

◆ 入学希望者の定員割れがとても気になりました。府立学校の美原高校として何か特徴付けられる事項
はないでしょうか。コロナ禍が収束した時を想定して何か企画しておくもの良いを思います。 

◆ 校外での取り組みをもっと積極的に取り入れてもらいたい。 
◆ 今年度、対面での学校運営協議会の実施は１回のみであり、学校の様子を間近で見たり、直接説明を

受ける機会が減ったことは残念だった。 
◆ 志願者数が大幅に減少していることが気になる。 


